
26～27日にかけて80 mmの降雨

2021年5月27日

2021年6月14日

苗立率：87%（苗立数：84本/m2）

含水比：42%
5/12～5/26間に214 mmの降雨

2021年5月26日
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TOPIC 2   2023年農業技術10大ニュース (農林水産省農林水産技術会議事務局)

排水不良地域や二毛作体系が主体で水稲作準備期間が短い九州地域において、
降雨があっても適期の乾田直播が可能になり、安定的な二毛作の普及拡大への寄
与が期待される。

導入により期待される効果

雨が降っても安心！
－畝立て同時乾田直播機を開発－

畝立て乾田直播機の概念図

開発機と従来技術の作業能率の比較

タイヤ跡を
均(なら)す

土壌反転
ディスク

回転・駆動

進行方向

①畝成形補助部

②畝成形部

③直播作業部

④種子繰出し口

⑤覆土鎮圧部

播種後
播種畝

種子

高水分土壌における畝立て乾田直播（上左）、
播種２日後の圃場（上右）、苗立ち状況（下左）

降雨後の畝上面
の冠水が少ない

しかも、

従来技術に比べて
作業が早い！

③直播作業部

土付着防止スクレーパ

表面が硬い播種畝を形成

畝の上面に播種
⇓

降雨・滞水による
湿害回避

• 安定的な二毛作に向けて、適期直播が可能な、多機能・高能率の乾田直播機を農研機構と
I-OTA合同会社(東京都大田区)が共同開発。

• 直播作業部の改良によって土が付着しにくくなり、降雨後の高水分土壌でも作業が可能に。
• 播種畝を成形すると同時に畝の上面に播種することで、生育初期の降雨・滞水による湿害を

回避できる。

研究機関：農研機構、I-OTA合同会社

連絡先 農研機構 九州沖縄農業研究センター 研究推進室 広報チーム e-mail: q-info@ml.affrc.go.jp
q_info@ml.affrc.go.jp(令和6年1月10日修正)
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